
愛
称「
だ
ん
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ん
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岸
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４
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７
月
2
6
日
㈰
～
９
月
1
3
日
㈰
の
会
期
中
、
十
日
町
市
・
津
南
町
で
第
４
回
大
地
の
芸

術
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
世
界
4
0
の
国
・
地
域
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
よ
る
、

約
3
7
0
作
品
が
里
山
に
展
開
さ
れ
ま
す
。
2
6
日
の
開
会
式
に
は
約
1
,0
0
0
人
が
集
ま

り
、
待
ち
に
待
っ
た
開
幕
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。（
関
連
記
事
2
ペ
ー
ジ
）
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に
よ
る
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約
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7
0
作
品
が
里
山
に
展
開
さ
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ま
す
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2
6
日
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開
会
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約
1
,0
0
0
人
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集
ま

り
、
待
ち
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待
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た
開
幕
の
喜
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分
か
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ま
し
た
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関
連
記
事
2
ペ
ー
ジ
）

主
な
内
容

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
 2-3

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
 4-5

・・・
 6-7

・・・・・・・・・・・・
 8-9

・・・
 10-11

・・・
 12-13

・・・・・・・・・・・・・・・
 14-15

・・・・・・・・
 16-17

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
 18

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
 19-21

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
 22

●
大
地
の
芸
術
祭
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●
第
4
5
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

●
緊
急
経
済
対
策
・
緊
急
雇
用
対
策
／
棚
田
サ
ミ
ット

●
め
ざ
せ！観

光
交
流
都
市
と
お
か
ま
ち
ほ
か

●
個
人
住
民
税
説
明
会
／
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入
門
講
座

●
全
国
大
会
出
場
選
手
壮
行
会
／
協
働
の
ま
ち
づ
くり
情
報
⑰

●
地
域
の
風
～
支
所
か
ら
の
た
よ
り
～

●
と
き
め
き
ネ
ット
ワ
ー
ク
／
元
気
予
報
ほ
か

●
ま
ち
の
話
題
TO
P
IC
S
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イ
ド

●
ジ
ュ
ニ
ア
芸
術
祭
－
倉
俣
小
学
校
－ 8.10

平
成
21年（

2009） August  第
105号

平
成
21年（

2009） August  第
105号

市
報
市
報
市
報
と
お
か
ま
ち

8.10
8.10

平
成
21年（

2009） August  第
105号

TO
K
A
M
ACH

I



大
地
の
芸
術
祭
⑦

い
よ
い
よ
こ
の
夏
開
幕
！

　
７
月
26
日
㈰
、
越
後
妻
有
交
流
館
キ
ナ

ー
レ
で
大
地
の
芸
術
祭
の
開
会
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
３
年
ぶ
り
の
開
催
を
宣
言
す
る
式
典
に

は
、
地
元
の
関
係
者
・
協
力
者
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
地
域
外
の
協
力
者
や
助
成
・

協
賛
者
、
国
内
外
の
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

な
ど
約
１
、
０
０
０
人
の
多
彩
な
顔
ぶ
れ

が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
実
行
委
員
長
で
あ
る
関
口
市

長
、福
武
總
一
郎
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

名
誉
実
行
委
員
長
の
泉
田
知
事
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
北
東
ア
ジ
ア
芸
術
村
の
Ｄ
ｍ
ｏ

ｃ
ａ
賞
の
企
画
発
表
、
妻
有
焼
公
募
展
の

グ
ラ
ン
プ
リ
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ス
テ
ー

ジ
に
集
ま
っ
て
記
念
撮
影
も
行
わ
れ
、
芸

術
祭
開
幕
の
華
や
か
な
雰
囲
気
を
醸
し
出

し
て
い
ま
し
た
。

　
開
会
式
の
後
に
は
、
眞
田
岳
彦
さ
ん
の

絲
の
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

が
行
わ
れ
、
十
日
町
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能

「
天
神
ば
や
し
」「
水
沢
の
石
場
か
ち
」「
赤

倉
神
楽
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
合
せ
　
芸
術
祭
推
進
室

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

２
６
３
７

　７月26日夕方から、東京芸術大学をはじめ、東

京大学や大阪大学が連携し、仙田地区で展開する

「克雪ダイナモ・アートプロジェクト」オープニン

グパーティーが旧仙田小学校で行われました。

　このプロジェクトは、総勢70人を超える各大学

の学生を中心に作品展示やワークショップを行いま

す。展示は旧仙田小学校全体を使っていますので、

とても見応えがあります。パーティーには学生や教

員のほか、仙田地区の住民も加わり、若さあふれる

パフォーマンスや学生によるオリジナルのはっぴが

披露されるなど大変にぎやかでした。　

　７月25日㈯、浦田地区の豊田集落でオーストラ

リア大使館のアンドリュース・リチャード公使や関

口市長、集落の住民を招いて、浦田地区協議会主催

によるオーストラリアハウスオープン祝賀会が開催

されました。

　オーストラリアハウスは、大使館や豪日交流基金

の全面協力のもと、空家を地域の恒常的な交流拠点

へと再生させるものです。

　アンドリュース公使は、「アート作品はすばらし

い。作品は多くの地域の人々やこへび隊との協働作

業で完成しました。ここで芽生えた交流を今後、日

豪の交流につなげていきたい」とあいさつしまし

た。作品を展開するルーシー・ブリーチさんほか２

人の作家は、浦田に滞在し多くの住民との交流や協

力に感謝の言葉を述べました。空家家主の保坂吉郎

さんは、よみがえった生家を見てアーティストの感

性のすばらしさを語り、「多くの子どもたちに鑑賞

してもらい、感性を磨いてほしい」と話しました。

　祝賀のうたげでは、浦田小学校児童の英語による

スピーチや歌、地元中学生による豪快な太鼓や地元

のお母さん手作りの料理、オーストラリアからは牛

肉やワインの提供もあり、終始盛り上がりました。

克雪ダイナモ・アートプロジェクト

オーストラリアハウス

オープニングパーティー

オープン祝賀会

　26日午後４時から、名ケ山の旧名ケ山小学校グ

ラウンドで、福武ハウス2009のオープニングセレ

モニーが開催されました。

　オープニングセレモニーの後、地元の名ケ山集落

総出の会場づくりと手作りの郷土料理によるおもて

なしがありました。あいにくの雨模様となりました

が、福武總一郎さんを中心に参加作家や芸術祭ツ

アー客と地元との歓談の輪が広がっていました。

　今回の福武ハウスは、日本を代表する７つのギャ

ラリーに中国と韓国のギャラリーが参加していま

す。いずれも各ギャラリー一押しの作家たちの力作

が展示されています。

　すべてのロケを市内で行い話題となった「しゃっ

たぁず・４」の地元先行上映会が、７月24日㈮、

市民会館で開催されました。当日は、企画メンバー

が撮影時の苦労話を語るエピソードトークや主演の

池内万作さんら出演者による舞台あいさつも行わ

れ、市民や関係者など約250人が集まりました。

　エピソードトークでは、商店街の「せがれ」たち

が、しゃったぁずオリジナルメニューを商品化する

など、映画をきっかけに地域が元気になる取り組み

が始まっていることを伝えました。

　また、母親が市内出身の女優、ちはるさんは舞台

あいさつで、多方面にわたり撮影協力をしてくれた

身内への感謝、雪まつりにも何回か来たことがある

「なじみの十日町」への思いを笑顔で語りました。

　上映会では、見慣れた風景が映し出される中、エ

キストラで出演した自分を探す鑑賞者も多く、終始

和やかな雰囲気でした。

　酒屋のダメ息子が商店街を再生させようと奮闘す

る姿をユーモラスに描いたこの作品。畑中大輔監督

は、「かわいく仕上がったので、ぜひ多くの皆さん

からご覧いただきたい」とＰＲしていました。映画

は芸術祭の会期中、十日町シネマパラダイスで上映

されます。
福武ハウス2009

ついに完成！

オープニングセレモニー

「しゃったぁず・４」地元先行上映会

第４回 大地の芸術祭 盛大に開幕！第４回 大地の芸術祭 盛大に開幕！第４回 大地の芸術祭 盛大に開幕！第４回 大地の芸術祭 盛大に開幕！

会
期
中
盤
の
注
目
イ
ベ
ン
ト

日
時

：

８
月
22
日
㈯
午
後
６
時
30
分
〜

（
開
場
６
時
）

会
場

：

ま
つ
だ
い
農
舞
台

入
場
料

：

３
、
０
０
０
円
（
前
売
り
２
、

５
０
０
円
）

内
容

：

和
太
鼓
集
団
「
鬼
太
鼓
座
」、
創

作
田
楽
舞
い
「
自
然
生
ク
ラ
ブ
」、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
「
カ
ハ
ナ
ン
＋
イ
ニ
シ
ス
リ

＋
ビ
モ
・
ウ
ィ
ウ
ォ
ハ
ッ
ト
モ
」
が
出
演
。

彼
ら
が
自
然
の
力
に
突
き
動
か
さ
れ
る
よ

う
に
、
奏
で
、
舞
い
、
踊
り
ま
す
。

♦
B
E
A
T
ア
ジ
ア

♦
語
り
伝
へ
唄
い
繋
ぐ
日
本
の
心
情

〜
U
A
・
人
形
浄
瑠
璃
・
能
か
ら
の
　
　

　
P
e
a
c
e
f
u
l 
m
e
s
s
a
g
e
〜

日
時

：

８
月
30
日
㈰
午
後
６
時
〜
（
開
場

５
時
30
分
）

会
場

：

ま
つ
だ
い
農
舞
台

入
場
料

：

３
、
５
０
０
円
（
前
売
り
３
、

０
０
０
円
）

内
容

：

人
形
浄
瑠
璃
文
楽
座
技
芸
員
で
あ

る
人
形
遣
い
の
吉
田
勘
緑
、
能
役
者
・
大

江
信
行
、義
太
夫
節
浄
瑠
璃
の
人
間
国
宝
・

竹
本
駒
之
助
、
人
気
シ
ン
ガ
ー
Ｕ
Ａ
の
豪

華
共
演
で
す
。

赤倉神楽
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①
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人

②
８
月
30
日
現
在
で
満
20
歳
（
平
成
元
年

８
月
31
日
生
ま
れ
）
以
上
の
日
本
人

③
平
成
21
年
５
月
17
日
以
前
か
ら
十
日
町

市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
　

※
５
月
18
日
以
降
に
転
入
し
た
人
は
、
前

住
所
地
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
入
場
券
は
、は
が
き
で
お
届
け
し
ま
す
。

は
が
き
は
表
と
裏
の
下
の
す
み
の
表
示
か

所
を
は
が
す
と
、
三
つ
折
り
に
な
っ
た
入

場
券
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ミ
シ
ン
目
で
切

り
離
し
、
各
自
、
投
票
の
際
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
入
場
券
が
な
い
場
合
で
も
投
票

所
で
再
発
行
し
ま
す
。

　
投
票
の
開
始
は
、
午
前
７
時
か
ら
で
す

が
、
投
票
の
終
了
時
間
は
、
投
票
所
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
入
場
券
に
記
載

し
て
あ
る
投
票
終
了
時
間
と
投
票
所
を
よ

く
確
認
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

※
字
が
書
け
な
い
人
は
、
申
出
に
よ
り
投

票
管
理
者
の
指
定
し
た
係
員
か
ら
書
い
て

も
ら
い
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
日
当
日
、
都
合
に
よ
り
投
票
所
に

行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
ま
た
は
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
入
場
券
が
届
い

て
い
な
い
人
も
投
票
は
で
き
ま
す
が
、
届

い
て
い
た
ら
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
印
鑑
は
不
要
で
す
。

■
期
日
前
投
票

　
宣
誓
書
の
提
出
が
必
要
で
す
が
、
そ
の

場
で
直
接
投
票
箱
に
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
期
日
前
投
票
所
は
次
の
と
お
り

で
す
。
都
合
の
良
い
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票
所

●
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本
庁

隣
）
１
階
　
選
挙
事
務
室

●
川
西
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
川
西
支

所
裏
）
１
階
　
地
域
活
動
室

●
中
里
支
所
３
階
　
中
会
議
室

●
松
代
支
所
1
階

●
松
之
山
支
所
1
階

■
不
在
者
投
票

　
指
定
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・

入
所
し
て
い
る
人
や
、
学
生
・
仕
事
な
ど

で
十
日
町
市
を
離
れ
て
い
る
人
、
郵
便
な

ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
対
象
者
の
人
は
、

投
票
用
紙
を
専
用
封
筒
に
封
入
し
て
署
名

す
る
不
在
者
投
票
と
な
り
ま
す
。

※
指
定
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・

入
所
し
て
い
る
人
は
、
病
院
・
施
設
の
担

当
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
８
月
19
日
㈬
～
８
月
29
日
㈯
の

毎
日
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

※
た
だ
し
、国
民
審
査
の
期
日
前
投
票（
ま

た
は
不
在
者
投
票
）
は
、
８
月
23
日
㈰
か

ら
に
な
り
ま
す
。

　
投
票
資
格

　
入
場
券

　
投
　
票

　
期
日
前
投
票
・

　
　
　
　
不
在
者
投
票

最高裁判所裁判官国民審査
第45回 衆議院議員総選挙第45回 衆議院議員総選挙

投票日
8月30日㈰ ①小選挙区選挙→候補者に投票

②比例代表選挙→政党に投票

③国民審査→やめさせたい裁判官に×を付けて投票

　

第
45
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
８
月
18
日
㈫
に
公

示
さ
れ
て
８
月
30
㈰
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
国
の
進
路
を
決
め
る
大
事
な
選
挙
で

す
。
積
極
的
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
事
前
に
「
郵
便
投
票
等
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
証
明
書
は
交
付
の
日
か
ら
7
年
間
（
要

介
護
者
は
介
護
認
定
の
有
効
期
間
）
有
効

で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
次
の
い
ず
れ
か
の

障
が
い
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人

・
両
下
肢
、
体
幹
ま
た
は
移
動
機
能
の
障

が
い
の
１
級
ま
た
は
２
級

・
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
が
い
の
１
級
ま

た
は
３
級

・
免
疫
の
障
が
い
の
１
級
か
ら
３
級

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
次
の
い
ず
れ
か
の
障

が
い
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人

・
両
下
肢
、
体
幹
の
障
が
い
の
特
別
項
症

か
ら
第
２
項
症

・
内
臓
機
能
の
障
が
い
の
特
別
項
症
か
ら

第
３
項
症

③
介
護
保
険
の
要
介
護
度
状
態
区
分
が

「
要
介
護
５
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人

※
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
請
求

期
限
は
、
投
票
日
の
４
日
前
の
８
月
26
日

㈬
で
す
。

　
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

る
人
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
は
、
代
理
記
載
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
次
の
障
が
い
が
記

載
さ
れ
て
い
る
人

・
上
肢
あ
る
い
は
視
覚
の
障
が
い
の
１
級

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
次
の
障
が
い
が
記
載

さ
れ
て
い
る
人

・
上
肢
あ
る
い
は
視
覚
の
障
が
い
の
特
別

　
項
症
か
ら
第
２
項
症

日
時

：

８
月
30
日
㈰
　
午
後
９
時
〜

会
場

：

市
総
合
体
育
館

※
開
票
状
況
は
、
十
日
町
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.c
ity

.to
k
a
m

a
c
h
i.

n
iig

a
ta

.jp
/

）
に
随
時
ア
ッ
プ
す
る
ほ
か
、

開
票
所
で
も
公
表
し
ま
す
。

●
問
合
せ

　
十
日
町
市
選
挙
管
理
委
員
会
　（
十
日

　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
）
☎
７
５
７
―

　
３
１
９
１

　
ま
た
は
各
支
所
の
選
挙
管
理
委
員
会
事

　
務
所

　
郵
便
な
ど
に
よ
る

　
　
　
　
　
不
在
者
投
票

　
郵
便
な
ど
に
よ
る

　
投
票
の
代
理
記
載
制
度

　
開
　
票

高速インターネット（フレッツ光）
サービス提供開始のお知らせ

　地域おこし協力隊員とは、過疎や

高齢化により、地域活動が厳しい集

落の支援を行うことを目的とし、市

が募集するものです。

　応募条件は三大都市圏（東京、名

古屋、大阪）などの都市圏に住んで

いる人で、住民票を十日町市に移す

ことができる人です。募集要項の詳

細については、担当まで問い合わせ

るか、十日町市ホームページまたは

JOIN（移住・交流推進機構）のホ

ームページをご覧ください。

　都市部に住んでいて、十日町市に

戻りたいと考えている親せきや友

人・知人の皆さんにもご紹介くださ

い。

●問合せ：総合政策課企画政策係　

　　　　　☎757-3193

地域おこし協力隊員を
募集しています

地域おこし協力隊員を
募集しています

　十日町局舎の一部サービス未提供地域について、サービス提供開

始日がＮＴＴ東日本より発表されましたのでお知らせします。

◆サービス提供開始日

　９月１日㈫　※今回の発表により、市内のどこに暮らしていても

高速インターネットに接続できるようになります。

◆高速インターネット加入申込み方法

　加入を希望する人は、ＮＴＴ東日本へ申し込んでください。

　〈電話による申込み〉

　0120-116116（通話料無料）受付時間　午前９時～午後９時

◆高速インターネット加入お誘い電話への対応

　高速インターネットのサービス受付が開始されたことにより、市

が取りまとめた「仮申込書」への回答内容にかかわらず、ＮＴＴの

代理店から加入お誘いの電話がかかってくる可能性があり、

　■『申し込まないにチェックしたのに電話がきた』

　■『仮申込書を提出していないのに電話がきた』

ということが予想されます。

　電話があったときには、加入を希望する人は「加入する」旨を、

検討中であれば「検討中である」ことを伝えてください。加入を希

望しない場合は、はっきりと断ってください。なお、仮申込書に『申

し込む』として提出した世帯へは、ＮＴＴ東日本から、受付開始時

期に合わせてダイレクトメールや電話などによる連絡が入ります。

◆問合せ：総合政策課地域情報化推進室　☎757-3196
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緊急経済対策・緊急雇用対策の
お知らせ

緊急経済対策・緊急雇用対策の
お知らせ

　
市
内
の
事
業
所
が
自
社
製
品
・
技
術
な

ど
の
販
路
拡
大
を
図
る
た
め
、
展
示
会
や

見
本
市
な
ど
に
独
自
に
出
展
す
る
場
合
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
１
回
に
限
り
助
成
し

ま
す
。

○
助
成
対
象
者

　
市
内
に
本
社
ま
た
は
主
た
る
事
業
所
・

工
場
を
有
す
る
中
小
企
業
者
な
ど

○
助
成
対
象
経
費

　
出
展
料
、
出
展
時
用
品
レ
ン
タ
ル
料

○
助
成
金
上
限
額

　
20
万
円
（
助
成
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
）

　
経
済
産
業
省
・
中
小
企
業
庁
の
「
地
域

力
連
携
拠
点
事
業
」
で
、
新
規
ビ
ジ
ネ
ス

を
行
う
た
め
に
事
業
計
画
を
策
定
し
、
新

た
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
小
企
業

者
ま
た
は
個
人
を
支
援
し
ま
す
。

○
助
成
対
象
経
費

　
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め
の
設
備
（
機
械

装
置
・
工
具
器
具
の
購
入
や
リ
ー
ス
・
据

付
費
な
ど
）
に
要
す
る
経
費

○
助
成
金
上
限
額

　
１
０
０
万
円
（
助
成
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
）

　
市
内
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
事
業
を

営
む
事
業
者
に
対
し
、
店
舗
賃
借
料
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
者
及
び
補
助
要
件

・
情
報
通
信
業
、
小
売
業
、
飲
食
業
、
サ

ー
ビ
ス
業
（
娯
楽
業
な
ど
を
除
く
）
を

行
う
中
小
企
業
者
ま
た
は
個
人

・
21
年
７
月
１
日
か
ら
23
年
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
、
空
き
店
舗
の
賃
貸
借
契
約

を
締
結
し
、
そ
こ
で
事
業
を
行
う
こ
と

・
午
前
中
（
お
お
む
ね
午
前
11
時
ま
で
）

に
営
業
を
開
始
す
る
こ
と

・
店
舗
移
転
し
た
こ
と
に
よ
り
、
移
転
前

の
店
舗
が
空
き
店
舗
と
な
ら
な
い
こ
と

（
支
店
な
ど
の
出
店
の
場
合
は
、
１
店

舗
の
み
対
象
と
し
ま
す
）

○
補
助
金
上
限
額

　
月
額
５
万
円
（
月
賃
借
料
の
２
分
の
１

以
内
）
※
補
助
期
間
12
か
月
間

　
新
規
創
業
に
取
り
組
む
事
業
者
な
ど
に

対
し
、
中
小
企
業
診
断
士
な
ど
か
ら
指
導

を
受
け
る
場
合
に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
者

「
十
日
町
市
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
応
援
事
業
」

「
十
日
町
市
新
商
品
等
開
発
支
援
事
業
」

「
十
日
町
市
空
き
店
舗
活
用
促
進
事
業
」

で
新
規
創
業
に
取
り
組
む
事
業
者
な
ど

○
補
助
金
上
限
額

　
３
万
円
（
補
助
率
10
分
の
10
）
※
１
回

限
り

販
路
拡
大
助
成
金
交
付
事
業

新
規
ビ
ジ
ネ
ス
応
援
助
成
金
交
付
事
業

空
き
店
舗
活
用
促
進
補
助
金
交
付
事
業

起
業
家
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業

補
助
金
交
付
事
業

　
市
で
は
、
昨
今
の
景
気
後
退
に
よ
り

失
業
し
た
人
の
雇
用
の
場
を
確
保
す
る

た
め
、
国
の
緊
急
雇
用
対
策
予
算
を
活

用
し
た
事
業
に
よ
る
、
６
か
月
未
満
の

臨
時
職
員
採
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
18
事
業
を
実

施
し
、
約
50
人
か
ら
業
務
に
従
事
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
中
越
大
震
災
復
興
基
金

な
ど
を
活
用
し
た
臨
時
職
員
採
用
を
合

わ
せ
る
と
、
今
年
に
入
っ
て
約
１
１
０

人
の
臨
時
的
な
雇
用
を
創
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
一
般
事
務
・
現
場
作
業
な

ど
の
分
野
で
数
十
人
程
度
の
臨
時
職
員

採
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
人
数
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
改
め
て
市
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

緊
急
雇
用
対
策
を

　
実
施
し
て
い
ま
す
！

中小企業向け

中小企業向け緊急経済対策として８月から次の事業を実施します。

■問合せ：産業振興課　☎757-3139

第
15
回

全
国
棚
田
（
千
枚
田
）
サ
ミ
ッ
ト

　
　
実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
で

　
棚
田
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

　
10
月
16
日
㈮
・
17
日
㈯
に
市
内
で
開
催

さ
れ
る
第
15
回
全
国
棚
田
（
千
枚
田
）
サ

ミ
ッ
ト
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
参
加
者
の
注
目

を
集
め
る
の
が
、
16
日
に
行
わ
れ
る
「
棚

田
見
学
会
」
で
す
。

　
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
で
行
わ
れ
る
「
棚
田
見

学
会
」
は
、
バ
ス
で
市
内
の
代
表
的
な
棚

田
を
見
学
し
、
そ
の
棚
田
の
耕
作
者
と
全

国
か
ら
の
参
加
者
が
交
流
を
行
い
ま
す
。

　
参
加
者
を
迎
え
る
た
め
に
関
係
者
、
特

に
地
元
住
民
か
ら
多
く
の
協
力
を
得
な
が

ら
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

棚
田
見
学
会
【
松
代
コ
ー
ス
】

　
松
代
コ
ー
ス
は
、
松
代
総
合
体
育
館
か

ら
出
発
し
て
星
峠
区
に
あ
る
星
峠
体
験
交

流
施
設
「
き
ゃ
っ
し
い
会
館
」
で
下
車
し
、

星
峠
集
落
を
回
り
な
が
ら『
星
峠
の
棚
田
』

ま
で
歩
い
て
見
学
し
ま
す
。『
星
峠
の
棚

田
』
は
現
在
放
映
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
天
地
人
」
や
、
今
年
４
～
６
月
ま
で

放
送
さ
れ
て
い
た「
サ
ザ
エ
さ
ん
」の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
も
使
わ
れ
た
全
国
で
も
有
名

な
棚
田
で
す
。
今
回
は
『
星
峠
の
棚
田
』

で
中
山
間
地
仕
様
の
農
機
具
展
示
・
実
演

を
開
催
し
ま
す
。

　
次
に
蒲
生
区
に
あ
る
『
儀
明
の
棚
田
』

を
バ
ス
車
中
か
ら
見
学
し
、「
早
稲
田
大

学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
で
下
車
し
ま
す
。

そ
こ
か
ら
『
蒲
生
の
棚
田
』
を
見
学
し
ま

す
。

　『
蒲
生
の
棚
田
』
は
『
星
峠
の
棚
田
』

に
並
ぶ
、
松
代
地
域
で
は
全
国
的
な
知
名

度
を
持
つ
棚
田
で
、
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン

が
撮
影
に
来
訪
し
ま
す
。『
儀
明
の
棚
田
』

は
、
春
の
棚
田
に
咲
く
山
桜
が
棚
田
の
水

面
に
映
る
姿
が
有
名
で
す
。

　『
星
峠
の
棚
田
』
や
「
早
稲
田
大
学
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元

棚
田
見
学
会
【
松
之
山
コ
ー
ス
】

　
松
之
山
コ
ー
ス
は
、『
新
田
の
棚
田
』

見
学
コ
ー
ス
と
『
留
守
原
の
棚
田
』
見
学

コ
ー
ス
に
分
か
れ
ま
す
。

　『
新
田
の
棚
田
』
コ
ー
ス
は
、
松
代
総

合
体
育
館
を
出
た
後
、
新
田
集
落
の
『
新

田
の
棚
田
』
に
向
か
い
ま
す
。『
新
田
の

棚
田
』
は
、
市
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
棚
田
の
耕
作
に
参
加
し
、
棚
田
を
維
持

し
て
い
ま
す
。

　『
留
守
原
の
棚
田
』
は
、
天
水
島
集
落

の
『
留
守
原
の
棚
田
』
に
向
か
い
ま
す
。

『
留
守
原
の
棚
田
』
は
松
之
山
温
泉
組
合

の
支
援
を
受
け
て
管
理
さ
れ
て
い
る
棚
田

で
、
棚
田
に
あ
る
か
や
ぶ
き
小
屋
が
特
徴

で
す
。
ま
た
、
新
潟
米
の
宣
伝
な
ど
に
多

く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
は
両
コ
ー
ス
と
も
「
森
の
学
校

キ
ョ
ロ
ロ
」
に
向
か
い
ま
す
。
キ
ョ
ロ
ロ

内
を
見
学
す
る
ほ
か
、
当
日
開
催
中
の
棚

田
展
を
観
覧
し
ま
す
。
屋
外
で
は
、
隣
接

の
水
田
で
農
機
具
展
示
・
実
演
を
開
催
す

る
ほ
か
、
当
市
を
代
表
す
る
自
然
景
観
地

「
美
人
林
」
を
散
策
す
る
予
定
で
す
。

　
各
コ
ー
ス
で
は
地
元
の
皆
さ
ん
に
よ
る

お
も
て
な
し
で
参
加
者
を
歓
迎
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
お
も
て
な
し
の
心
で

迎
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
　

の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
も
て
な
し
で
参
加
者

を
歓
迎
し
ま
す
。

蒲生の棚田

●
問
合
せ
　
実
行
委
員
会
事
務
局
　
☎
５
９
７

｜

２
２
２
２

　
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
は
２
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
、
多
く
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

サ
ミ
ッ
ト
（
開
会
式
と
基
調
講
演
、
現
地

棚
田
見
学
会
、
分
科
会
、
事
例
発
表
、
分

科
会
の
ま
と
め
、
閉
会
式
）
へ
の
参
加
に

は
１
人
３
、
０
０
０
円
が
必
要
で
、
全
体

交
流
会
の
参
加
に
は
４
、
０
０
０
円
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
開

会
式
・
基
調
講
演
に
無
料
で
入
場
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
開
会
式
・
基
調
講
演

日
時

：

10
月
16
日
午
後
０
時
30
分
〜
２
時

会
場

：

松
代
総
合
体
育
館

入
場
料

：

市
民
無
料
　
※
事
前
に
申
込
み

　
が
必
要

基
調
講
演

：

「
中
山
間
地
域
の
農
業
構
造

改
革
〜
も
う
ひ
と
つ
の
農
業
を
考
え
る

〜
」

講
師

：

酒
井
富
夫
さ
ん
（
富
山
大
学
極
東

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

申
込
み
期
間

：

８
月
17
日
㈪
〜
31
日
㈪

申
込
み
・
問
合
せ

：

農
林
課
農
業
企
画
係

（
☎
７
５
７

｜

３
１
２
０
）
ま
た
は
各

支
所
農
林
建
設
課

※
当
日
は
駐
車
場
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
現
地
棚
田
見
学
会
、
分
科
会
、
事
例
発

表
、
分
科
会
の
ま
と
め
、
閉
会
式
に
は

一
部
有
料
で
参
加
で
き
ま
す
。
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
　

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
開
催
行
事
に

　
　
　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か

そ
の
２

全
国
棚
田
（
千
枚
田
）
サ
ミ
ッ
ト

　
　
実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

大地の芸術祭2009 案内業務の様子
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いっしょに考えましょう！

起業家支援総合相談窓口
を開設します

　創業や新ビジネス・新分野事業への展開、新商品開

発などを考えている個人や事業所をサポートするた

め、「起業家支援総合相談窓口」を開設します。

　相談窓口は、農林課・農林課６次産業振興室・産業

振興課・産業振興課雇用開発室の職員が合同で対応し、

起業に関する相談をいっしょに考え、情報提供・情報

交換を行います。

　「何か始めたい！」「新しい分野に進出したい！」「新

商品を開発したい！」「他産業と連携できないか？」「受

けられる支援はないか？」など、何でも結構です。ぜ

ひご相談ください。

●窓口開設日：８月17日㈪～
●利用方法：
　電話で事前に申し込んでください。
　調整のうえ、相談日時を決定します。
●相談会場：本町分庁舎

●申込み・問合せ
農 林 水 産 業 に 関 す る こ と：農林課６次産業振興室　☎757-3120
農林水産業以外に関すること：産　業　振　興　課　☎757-3139

　
７
月
14
日
㈫
、
本
町
分
庁
舎
で
第
30
回
十
日
町
市
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
か
ら
新
た
に
「
棚
田
」「
イ
ベ
ン
ト
・
ま
つ
り
」「
フ

リ
ー
」
の
３
部
門
に
分
け
て
募
集
さ
れ
、
各
部
門
合
わ
せ
て
市
内
外
か
ら
75
人
２

６
０
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

第
₃₀
回
十
日
町
市
観
光
写
真

　
　
　
　
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果

◎
入
選
（
８
点
）　
※
50
音
順

　
江
部
　
堅
市
　（
南
魚
沼
市
）

　
田
村
　
正
信
　（
上
越
市
）

　
小
川
　
雅
文
　（
新
潟
市
）

　
栗
田
　
進
　
　（
群
馬
県
太
田
市
）

　
山
田
　
英
雄
　（
静
岡
県
静
岡
市
）

　
相
田
　
保
　
　（
三
条
市
）

　
早
川
　
昭
雄
　（
長
岡
市
）

　
和
田
　
實
　
　（
小
千
谷
市
）

棚田部門
イベント・
まつり部門

フリー部門

◎
特
選
　
棚
田
部
門

　
髙
橋
　
健
吉
郎
（
十
日
町
市
）︻
田
植
え
︼

◎推薦　フリー部門

福崎　均（十日町市）【春の訪れ】

◎
特
選
　
イ
ベ
ン
ト
・
ま
つ
り
部
門

　
茂
野
　
誠
一
郎
（
十
日
町
市
）

　︻
祈
り
を
込
め
て
︼

～おもてなしの心の大切さ
　について学ぶ講演会が開
　催されました～

新潟DCのシンボルマーク

めざせ！

観光
交流都市

観光交流課　☎757-3100

⑦

　７月16日㈭、㈶日本交通公社提携講師の権代美重子さんを招い

て、2009新潟県大観光交流年特別講演会を開催しました。おもて

なしの心の大切さについて、分かりやすく説明してもらいました。

講演の内容を皆さんに紹介します。

■
お
も
て
な
し
の
基
本
と
次
の
一
歩
！
　

　
宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
に
従
事
す
る
人

た
ち
の
接
客
の
基
本
は
①
徹
底
し
た
清
潔

さ
②
毎
日
が
初
日
と
い
う
気
持
ち
③
笑
顔

と
あ
い
さ
つ
の
徹
底
で
す
。
こ
れ
ら
は
一

流
ホ
テ
ル
や
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の

接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
観
光
客
に
当
市
な
ら
で
は
の
経

験
、
感
動
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
だ
け
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
魅
力
を

伝
え
、
そ
し
て
そ
の
人
と
な
じ
み
と
な
る

こ
と
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
客
の
増
加
に
結
び

付
い
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
な
ど
は
、

特
徴
を
明
確
に
し
て
自
分
の
看
板
を
持
つ

こ
と
が
重
要
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
で
結
び

と
な
り
ま
し
た
。

■
観
光
は
﹁
時
代
を
映
す
鏡
﹂

　
現
在
の
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
お
い

て
、観
光
の
傾
向
は
「
リ
ピ
ー
タ
ー
化
（
再

来
訪
）」「
滞
在
化
」「
外
国
人
観
光
客
誘
致
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
十
日
町
市
に
何
度
も

来
た
い
と
思
わ
せ
て
、
連
泊
し
て
ゆ
っ
く

り
過
ご
し
て
も
ら
い
、
外
国
人
観
光
客
に

も
目
を
向
け
て
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
旅
行
形
態
も
全
体
の
８
割
が
団
体
旅
行

か
ら
個
人
旅
行
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
定
年
後
の
夫
婦
に
よ
る
旅
行
客
が

増
え
て
い
る
た
め
、
時
間
と
お
金
の
使
い

方
に
こ
だ
わ
り
を
持
つ
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
特
に
団
塊
の
世
代
で
は
、
日
本
の
原

風
景
を
訪
ね
る
旅
に
関
心
が
高
ま
り
、
ま

さ
に
当
市
は
そ
の
観
光
資
源
を
十
分
に
兼

ね
備
え
た
地
域
と
い
え
ま
す
。

■﹁
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
�
﹂と﹁
お
も
て
な
し
﹂

　
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
は
、
自
主
性
・
互

恵
性
・
無
償
性
が
基
本
で
、
喜
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
自
分
の
喜
び
と
す
る
自
発
的
な

親
切
さ
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
お
も
て
な
し
と
は
、「
裏
表
な
し
（
心

か
ら
の
歓
待
）」、「
持
て
な
し
（
ご
ち
そ

う
す
る
）」、「
意
識
的
に
見
せ
る
（
し
つ

ら
え
、
し
か
け
、
ふ
る
ま
い
）」、「
以
て

成
す
（
自
分
の
自
慢
を
明
確
に
す
る
）」

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
相
手
に
対
し
、
歓
迎
の
気
持
ち
と
地
域

の
魅
力
を
意
識
的
に
明
確
に
見
せ
る
こ
と

が
大
切
と
な
り
ま
す
。

講演会の様子

　
今
年
は
、
大
地
の
芸
術
祭
や
全
国

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
、
新
潟
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
新
潟
県
大
観
光

交
流
年
を
契
機
に
、
大
勢
の
観
光

客
か
ら
当
市
を
訪
れ
て
も
ら
う
た

め
、
市
内
の
観
光
名
所
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
紹
介
し
た
夏
用
の
観
光
絵
は

が
き
を
作
成
し
ま
し
た
。
7
月
25
日

号
の
市
報
で
同
封
し
た
観
光
絵
は
が

き
を
、
ぜ
ひ
市
外
の
友
人
や
知
人
に

暑
中
見
舞
い
な
ど
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※
秋
用
の
観
光
絵
は
が
き
は
９
月
号

の
市
報
に
同
封
す
る
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
観
光
P
R
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

暑
中
見
舞
い
な
ど
に
、

　
観
光
絵
は
が
き
を

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い夏用の観光絵はがき
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年金からの個人住民税の
特別徴収の説明会を開催します

平成21年度情報館主催

コンピュータ入門講座
　　受講者募集後 期

講　　　座　　　名 講　　　習　　　日　　　程 時　　　間

パソコン・インターネット

入　　　門

（WindowsVista）

９月８日㈫・９日㈬・10日㈭ 午後２時〜４時   

９月15日㈫・16日㈬・17日㈭ 午後７時〜９時

10月14日㈬・15日㈭・16日㈮ 午後２時〜４時   

10月20日㈫・21日㈬・22日㈭ 午後７時〜９時   

ワード2007（文書作成）

入　　　門

９月15日㈫・16日㈬・17日㈭ 午後２時〜４時

10月14日㈬・15日㈭・16日㈮ 午後７時〜９時   

10月27日㈫・28日㈬・29日㈭ 午後２時〜４時

11月10日㈫・11日㈬・12日㈭ 午後７時〜９時

エクセル2007（表計算）

入　　　門

10月20日㈫・21日㈬・22日㈭ 午後２時〜４時

11月17日㈫・18日㈬・19日㈭ 午後７時〜９時   

■対象　パソコン初心者で、マウスやキーボード操作

　に不慣れな人や、文書作成や表計算などアプリケー

　ションソフトの基本操作を覚えたい人。

■講座　講習は１日２時間で３日間のコースです。定

　員は各講座先着18人で、会場は情報館です。日程

　詳細は一覧表のとおりです。

■受講料　１講座　4,000円（テキスト代込み）

■申込み方法 

　電話または情報館の窓口で受け付けます。

■申込み期間　

　８月11日㈫〜25日㈫　午前９時30分〜午後５時

※定員になり次第締め切りますが、定員に達しない場

　合は26日㈬以降も電話・窓口で随時受け付けます。

　なお、申込みが５人以下の講座は中止することがあ

　ります。

■申込み・問合せ

　十日町情報館（〒948-0072　十日町市西本町２）

　☎750-5100

　いよいよ、市内のどこでも高速インターネットに接続できる環境が整います。市民の皆

さんから、気軽にパソコンやインターネットを利用してもらうきっかけとして、情報館で

のコンピュータ研修を開催します。前期には、11講座に延べ135人の受講がありました。

パソコン操作とインターネット利用のための基礎講習のほか、ワード（文書作成）やエク

セル（表計算）の入門講習コースもあります。情報館のパソコンを実際に操作しながら学

習できますので、気軽に参加してください。

◆問合せ　税務課市民税係　☎757-3716　または各支所市民課税務収納係

　10月から公的年金に対する個人住民税（市・県民税）が特別徴収（天引き）されます。

　該当となる人には、既に納税通知書で特別徴収を行う社会保険庁などの年金支払者と税額

をお知らせしています。この特別徴収に係る説明会を各地域ごとに次の日程で開催します。

　なお、今回該当となる人には、個別にもご案内します。該当とならない人もぜひご参加く

ださい。

地域 開催日 時　　間 会　　場

十
　
日
　
町

８月28日㈮ 　午前10時〜10時50分 飛渡公民館

８月31日㈪
①午前10時〜10時50分
②午前11時〜11時50分

大井田コミュニティセンター

９月１日㈫
①午前10時〜10時50分
②午前11時〜11時50分

中条公民館

９月２日㈬ 　午前10時〜10時50分 吉田公民館

９月３日㈭ 　午前10時〜10時50分 老人福祉センター平成園

９月７日㈪ 　午前10時〜10時50分 関浅集落開発センター

９月８日㈫ 　　　　午後２時〜２時50分 東下組地区生活改善センター

９月９日㈬
①午前10時〜10時50分
②午前11時〜11時50分

川治公民館

９月10日㈭
①午前10時〜10時50分
②午前11時〜11時50分

水沢公民館

９月11日㈮
①午前10時〜10時50分
②午前11時〜11時50分

下条公民館

９月14日㈪ 　午前10時〜10時50分 老人福祉センター羽根川荘

９月15日㈫ 　午前10時〜10時50分 吉田ふれあいスポーツセンター

９月16日㈬ 　午前10時〜10時50分 情報館

９月18日㈮
①午前10時〜10時50分
②午前11時〜11時50分

市民会館

川
　
西

９月４日㈮ 午前10時〜11時 上野地区コミュニティセンター

９月８日㈫ 午前10時〜11時 川西高齢者コミュニティセンター

９月10日㈭ 　　　　　午後２時〜３時 千手中央コミュニティセンター

９月11日㈮ 午前10時〜11時 中仙田コミュニティセンター

中
　
里

９月３日㈭
午前９時15分〜10時15分 中里公民館貝野分館

午後１時30分〜２時30分 倉俣集落開発センター

９月４日㈮
午前９時15分〜10時15分 小出生活センター

午後１時30分〜２時30分 中里支所

松
　
代

９月２日㈬ 午後１時30分〜２時30分 室野克雪管理センター

９月３日㈭ 午後１時30分〜２時30分 犬伏集落センター

９月４日㈮ 午後１時30分〜２時30分 松代支所

松
之
山

９月４日㈮ 午前10時〜11時 松之山支所

９月７日㈪ 午前10時〜11時 天水島集会所

９月８日㈫ 午前10時〜11時 浦田克雪管理センター

※公的年金からの特別徴収制度については、市報６月25日号でお知らせしましたので、そちらもご覧ください。
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
の
第

一
弾
と
し
て
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

る
大
地
の
芸
術
祭
地
域
お
も
て
な
し
事
業

補
助
金
事
業
。
事
業
実
施
予
定
者
が
一
堂

に
会
し
て
情
報
交
換
し
た
ア
イ
デ
ア
交
歓

会
な
ど
を
経
て
、
採
択
さ
れ
た
取
り
組
み

は
68
件
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　
案
内
看
板
や
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
作
品
や

地
域
を
紹
介
す
る
事
業
や
、
無
料
休
憩
所

を
設
け
て
飲
み
物
や
食
事
な
ど
を
提
供
す

る
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
で

来
訪
者
を
も
て
な
そ
う
と
い
う
取
り
組
み

が
市
内
全
域
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
下
条
地
区
で
は
、
地
区
振
興
会
を
は
じ

め
、
商
工
会
や
有
志
の
会
が
一
丸
と
な
っ

て
事
業
を
展
開
。
作
家
や
地
域
内
外
と
の

交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
下
条
温
泉
み
よ
し
の
湯
に
は
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
、
芸

術
祭
全
体
の
情
報
提
供
を
す
る
ほ
か
、
下

条
地
区
で
こ
れ
ま
で
に
展
開
さ
れ
た
作
品

を
は
じ
め
、
地
区
の
魅
力
を
紹
介
す
る
写

真
や
物
産
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
長
岡
市
や
新
潟
市
な
ど
県
内
の
人
の

ほ
か
、
東
京
、
北
海
道
、
九
州
な
ど
全
国

各
地
か
ら
お
客
さ
ん
が
来
て
い
ま
す
。
希

望
が
あ
れ
ば
作
品
め
ぐ
り
の
バ
ス
も
出
し

て
ガ
イ
ド
し
ま
す
よ
」
と
楽
し
そ
う
に
語

る
の
は
大
渕
英
雄
さ
ん
（
73
歳
）。
同
席

す
る
角
山
俊
文
さ
ん
（
70
歳
）
も
、「
振

興
会
を
中
心
に
商
工
会
青
年
部
や
市
の
職

員
な
ど
、
地
区
の
人
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
参

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
下
条

地
区
が
活
性
化
す
る
の
は
間
違
い
な
い
で

す
て
」
と
笑
い
ま
す
。

　
来
訪
者
の
も
て
な
し
を
通
じ
て
地
域
の

協
働
を
進
め
、
活
性
化
に
結
び
付
け
よ
う

と
い
う
流
れ
が
、
ご
く
自
然
に
生
ま
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
向
井
山
朋
子
さ
ん
の
作
品
が
展
示
さ
れ

て
い
る
旧
飛
渡
第
二
小
学
校
（
山
新
田
）

の
敷
地
内
に
は
、
三
�
村
い
き
い
き
再
生

会
（
宇
田
ケ
沢
・
中
条
菅
沼
・
山
新
田
）

に
よ
る
花
の
植
栽
や
、
特
産
品
売
り
場
を

兼
ね
た
無
料
休
憩
所
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。「
寄
っ
て
い
が
ね
か
の
」。
地
域
の
人

た
ち
の
気
さ
く
な
声
か
け
や
花
の
無
料
配

布
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
訪
れ
る
人

た
ち
の
心
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
多
く
の
も
て
な
し
の
現
場

が
あ
り
ま
す
が
、
芸
術
祭
終
了
後
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
と
お
し
て
得
ら
れ
た
ノ

ウ
ハ
ウ
や
課
題
を
持
ち
寄
る
機
会
を
設
け

る
予
定
で
す
。
そ
の
う
え
で
、
今
後
の
来

訪
者
に
対
す
る
も
て
な
し
や
、
新
た
な
連

携
と
情
報
共
有
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
反

映
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ
　
総
合
政
策
課
協
働
の
ま
ち
づ

　
く
り
推
進
室
　
☎
７
５
７
―
３
６
９
３

　（
内
線
２
３
５
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
・

　
　
　
　
　モ
デ
ル
事
業
が
始
動

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
ー
ム
の
21
年
度
の
活
動
が

本
格
化
し
�
昨
年
度
モ
デ
ル
事
業
候
補
と
な
�
て
い
た
11
の
事
業
に
つ
い

て
�
具
体
化
へ
向
け
た
再
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
�

　
一
部
で
は
モ
デ
ル
事
業
が
実
施
さ
れ
�
い
よ
い
よ
具
体
的
な
事
業
が
始

ま
り
ま
し
た
�

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
情
報
⑰

お
も
て
な
し
で
力
を
結
集

芸術祭作品や下条地区の魅力を紹介する拠点ー下条インフォメーションセン
ター（下条温泉みよしの湯）

花と野菜でおもてなしー三ヶ村いきいき再生会（旧飛渡第二小学校）

◎
第
62
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対

校
選
手
権
大
会
（
７
月
28
日
㈫
〜
８

月
２
日
㈰
／
奈
良
県
奈
良
市
）

　
内
山
政
徳
（
安
塚
高
松
之
山
分
校
）、

相
馬
由
佳
（
十
日
町
高
）、
山
田
隆

寛
（
十
日
町
総
合
高
）

◎
第
36
回
全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
手

権
大
会
（
８
月
４
日
㈫
〜
７
日
㈮
／

兵
庫
県
姫
路
市
）

　
相
沢
祐
樹
（
十
日
町
高
）

◎
第
９
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選

手
権
大
会
（
８
月
８
日
㈯
〜
９
日
㈰

／
東
京
武
道
館
）

　
村
山
萌
依
（
吉
田
空
手
教
室
）、
太

田
璃
奈（
水
翔
塾
）、矢
野
智
夏
子（
十

日
町
空
手
道
協
会
）

◎
第
25
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

（
８
月
２
日
㈰
／
両
国
国
技
館
）

　
片
桐
瞬（
橘
小
）、根
津
和
紀（
西
小
）、

藤
ノ
木
颯
（
東
小
）

◎
第
87
回
全
国
高
等
学
校
相
撲
選
手
権

大
会
（
８
月
１
日
㈯
〜
３
日
㈪
／
京

都
府
京
都
市
）

　
村
山
大
洋
、
大
熊
夏
輝
、
橋
本
拓
実
、

金
井
極
（
以
上
海
洋
高
）

◎
第
62
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等

学
校
女
子
選
手
権
大
会
（
８
月
２
日

㈰
〜
６
日
㈭
／
奈
良
県
大
和
郡
山
市

ほ
か
）

　
田
中
優
美
（
帝
京
長
岡
高
）

　
７
月
24
日
㈮
�
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
�
夏
季
各
種
全
国
大
会

に
出
場
す
る
選
手
の
壮
行
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
�
大
会
・
選
手
は
次

の
と
お
り
で
す
�

全
国
大
会
出
場
選
手
壮
行
会
開
催

（
敬
称
略
）

　洪水は地震と違って、気象情報により予測

がつくものです。いざというときの準備をし

ておいてください。

集中豪雨などによる
河川の増水にご注意ください
　思わぬ大雨で河川・道路がみるみるうちに

増水することがありますので、次のことに気

を付けましょう。

●問合せ
　十日町警察署　　　　☎752-0110
　総務課防災安全室　　☎757-3197
　十日町地域消防本部　☎757-0119

◆危険と感じたらすぐに自主避難を
◆早い段階での通報
◆水深が腰まである場合、無理せず高い所

で救助を待つ（安全に大人が避難できる
のはひざ上程度まで）

◆長い棒を使って、水面下の安全を確認（冠
水した道路を歩行中、マンホールや溝に
気が付かずに落ちる場合がある）

　
水
澤
さ
ん
は
46
年
間
十
日
町
地
区
交
通

安
全
協
会
の
役
員
と
し
て
、
地
域
の
交
通

安
全
に
多
大
の
貢
献
を
し
ま
し
た
。「
み

ん
な
が
交
通
ル
ー
ル
を
順
守
し
、
事
故
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

注
意
す
る
こ
と
が
交
通
戦
争
に
打
ち
勝
つ

こ
と
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 水澤　榮治さん

（西寺町・77 歳）

表
彰
お
め
で
と
う

交
通
安
全
功
労
者
知
事
表
彰

　
市
で
は
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
目

的
に
「
十
日
町
市
公
共
交
通
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
ま
し
た
。
マ
ッ
プ
に
は
バ
ス
の
運

行
経
路
や
時
刻
表
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

外
出
の
際
に
は
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

機
関
を
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、
マ
ッ
プ
は
今
号
の
市
報
と
い
っ
し
ょ

に
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
役
所
本
庁
・

本
町
分
庁
舎
・
各
支
所
・
中
央
公
民
館
な

ど
で
も
配
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
追
加
で

必
要
な
場
合
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。ま
た
、

マ
ッ
プ
に
関
す
る
ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

：

総
合
政
策
課
企
画
政
策
係
　

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

３
１
９
３

公
共
交
通
マ
ッ
プ
を

　
　
ご
活
用
く
だ
さ
い
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特産品で
松代をＰＲ

伝
統
文
化
を
継
承
　
七
ツ
釜
ま
つ
り

　

植
物
界
に
は
「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
ノ
オ
ト
ヒ

メ
ノ
モ
ト
ユ
イ
ノ
キ
リ
ハ
ズ
シ
︵
別
名
ア

物
に
変
化
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
雪
の
少

な
い
地
方
で
は
、
か
や
屋
根
の
材
料
に
加

え
る
土
地
も
あ
り
ま
す
が
、
当
地
で
は
若

い
う
ち
は
牛
馬
の
飼
料
に
し
、
後
は
刈
り

草
と
し
て
た
い
肥
に
積
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
植
物
に
含
ま
れ
る
黄
色
の
色
素
を

刈か
り

安や
す

染ぞ
め

の
染
料
に
す
る
と
資

料
に
あ
り
ま
す
。
黄
八
丈
と

い
う
八
丈
島
特
産
の
絹
織
物

の
染
め
物
の
原
料
は
カ
リ
ヤ

ス
と
呼
ば
れ
る
草
で
す
が
、

コ
ブ
ナ
グ
サ
︵
上
の
絵
︶
と

い
う
雑
草
の
別
名
で
す
。
は

た
し
て
こ
の
カ
リ
ヤ
ス
は
ど

ち
ら
が
本
家
な
の
か
疑
問
で
す
が
、
当
地

の
ド
ウ
ノ
ゲ
は
今
は
利
用
価
値
も
な
く
、

山
野
に
生
え
て
は
枯
れ
る
の
み
で
す
。

　
　
　
　
　

︵
文
と
絵　

高
橋
八
十
八
︶

オ
オ
ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
リ
ヤ
ス
モ
ド
キ

54

マ
モ
︶」
と
い
う
21
字

も
あ
る
名
前
の
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、「
オ
オ

ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
リ
ヤ
ス
モ

ド
キ
」も
13
字
と
長
く
、

方
言
名
で
呼
べ
ば
ド
ウ

ノ
ゲ
と
短
く
な
り
ま

す
。
一
般
に
は
カ
リ
ヤ

ス
と
呼
ば
れ
、
か
や
に
似
た
草
で
茎
の
質

が
柔
ら
か
く
て
刈
り
や
す
い
の
で
こ
の
名

が
付
き
ま
し
た
。
日
本
海
側
の
多
雪
地
帯

の
特
性
で
、
こ
の
よ
う
な
長
い
名
前
の
植

コブナグサ

「こだまする風景／里山の夏2009」
大地の芸術祭イベント情報

♪ライブ♪
　楽器と遊具を一体化したアート作品「サウ

ンド・パーク」（作品№157）。この作品のた

めに書きおろされた大場陽子の新曲を、サク

ソフォン奏者・鈴木広志が世界初演します。

●日時：８月23日㈰　午後５時30分開演

●会場：サウンド・パーク作品内

●入場料：1,000円（ワンドリンク付き）

※受付は「砦61」

（作品№158）の

前で午後５時〜

♪ワークショップ♪
　ライブ前日に演奏者と作曲家が講師となっ

て音のワークショップを行います。参加者は

演奏者となってライブに参加できます。

●日時：８月22日㈯

　　　　午後３時30分～５時30分

●集合場所：まつだい「農舞台」ピロティ

●参加費：無料　※予約が必要です

●申込み・問合せ：「大地の芸術祭の里」

　総合案内所　☎595-6688

　
水
の
神
様
の
大
蛇
が
住
み
着
い
て
い
る

と
い
わ
れ
る
七
ツ
釜
。
こ
の
七
ツ
釜
の
公

園
で
、
7
月
19
日
㈰
、
七
ツ
釜
ま
つ
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
つ
り
は
七
ツ
釜
か
ら

水
を
く
ん
で
祭
壇
に
奉
納
す
る
水
取
り
神

事
で
始
ま
り
、夏
場
に
水
不
足
に
な
ら
ず
、

田
畑
が
潤
う
よ
う
祈
願
し
ま
し
た
。

　
田
代
神
楽
の
上
演
で
は
力
強
い
獅
子
舞

や
天
狗
の
舞
、
ひ
ょ
う
き
ん
な
お
じ
い
さ

ん
と
お
ば
あ
さ
ん
の
狂
言
、
そ
し
て
笛
や

太
鼓
の
音
色
に
合
わ
せ
舞
う
し
な
や
か
な

神
楽
踊
り
な
ど
が
会
場
を
沸
か
せ
ま
し

た
。神
楽
踊
り
を
し
た
桑
原
信
子
さ
ん（
田

代
・
53
歳
）
は
、「
昨
年
か
ら
田
代
婦
人

会
で
神
楽
踊
り
を
踊
っ
て
い
ま
す
。
１
か

月
前
こ
ろ
か
ら
毎
晩
練
習
を
積
み
ま
し
た

が
、今
年
は
着
物
と
帯
を
新
調
し
た
の
で
、

み
ん
な
張
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。
踊
り
の

間
、
舞
台
に
上
が
ら
な
い
婦
人
会
の
人
た

ち
が
店
番
を
引
き
受
け
て
く
れ
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
た
お
か
げ
で
、
今
日
の
舞

台
も
成
功
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
今
回
披
露
さ
れ
た
神
楽
は
近
々
老

人
ホ
ー
ム
で
慰
問
講
演
を
行
う
ほ
か
、
将

来
的
に
市
内
各
地
で
受
け

継
が
れ
て
き
た
神
楽
と
の

交
流
講
演
の
計
画
が
あ
る

そ
う
で
す
。

　
出
店
で
は
こ
の
ま
つ
り

の
名
物
、
山
菜
汁
や
山
菜

お
こ
わ
な
ど
が
販
売
さ

れ
、
大
盛
況
。
そ
の
ほ
か

魚
の
つ
か
み
取
り
や
福
ま

き
が
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

獅子舞の舞い込み

神楽踊り

　地域の伝統食あんぼやチマキを次世代に残した

いという思いから、地域の主婦たちが集まり「米

粉工房米
ま い ど り ー む

土里夢」を７月25日㈯に開店しました。

これは３年前、地域づくり団体「なかさと夢ネッ

ト」の有志が米粉料理の研究を始めたことがきっ

かけ。上山集落にある空店舗を拠点に、魚沼産コ

シヒカリの五色チマキやあんぼなどを提供してい

ます。代表の鈴木ミエ子さんは、「食材は国産に

こだわっています。おいおいは、100％十日町産

で作りたいです。この工房にいろいろな人が集ま

って、人と人とをつなぐ場所になってくれたら」

と話していました。

チマキ、あんぼでおもてなしを

一つ一つ丁寧に
作っています

　毎年７月に、一年に12

回以上投影を見た子どもた

ちを天文博士として認定

し、表彰しています。君も

星空の博士になろう！

12回以上の子どもは
天文博士認定！

「ドーム中里き☆ら・ら」で
満点の星空を見よう！！

　星空は毎月変わるもの。プラネタリウムも毎月、星

空と番組の内容を変えています。ぜひ星で季節の移り

変わりをお楽しみください。８月の投影は、16日㈰・

23日㈰いずれも午前11時から45分間。中学生以下は

１回100円、高校生以上は１回200円です。団体投影

もできます。詳しくは、中里公民館（☎763-2493）

へ問い合わせてください。

毎月変わる番組
しかも「星空散歩」と「企画番組」の２本立て！！

今年は６人が天文博士に！

　
毎
年
８
月
の
第
１
土
・
日
曜
日
に

開
催
さ
れ
る
「
せ
た
が
や
ふ
る
さ
と

区
民
ま
つ
り
」（
今
年
は
８
月
１
日
・

２
日
開
催
）
に
、
松
代
地
域
か
ら
約

40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
区
民
ま
つ

り
は
馬
事
公
苑
（
上
用
賀
）
を
会
場

に
、
２
日
間
で
約
40
万
人
の
人
出
で

に
ぎ
わ
う
区
民
に
よ
る
手
づ
く
り
の

祭
り
で
す
。

　
中
で
も
人
気
を
呼
ぶ
の
が
、
世
田

谷
区
と
交
流
の
あ
る
自
治
体
が
出
店

す
る
「
ふ
る
さ
と
物
産
展
」。
松
代

地
域
か
ら
も
毎
年
、
農
家
や
特
産
品

生
産
者
が
自
慢
の
産
品
を
そ
ろ
え
て

参
加
し
て
い
ま
す
。「
松
代
の
新
鮮

な
野
菜
が
今
年
も
来
ま
し
た
よ
〜
！

新
潟
の
お
米
で
造
っ
た
ど
ぶ
ろ
く
は

い
か
が
で
す
か
〜
！
」
と
元
気
な
声

が
飛
び
交
い
ま
す
。
会
沢
集
落
の
小

野
島
幸
市
さ
ん
（
71
歳
）
は
、「
区

民
ま
つ
り
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

て
10
年
く
ら
い
に
な
る
か
な
。
顔
見

知
り
の
人
も
で
き
て
、
わ
た
し
ら
が

来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い

る
よ
う
だ
し
、
持
っ
て
き
た
野
菜
は

ほ
ぼ
完
売
で
す
（
笑
）」
と
い
き
い

き
と
し
た
表
情
で
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
松
代
地
域
と
世
田
谷
区
の
交
流
は

平
成
２
年
か
ら
始
ま
り
、
来
年
は
20

周
年
を
迎
え
ま
す
。

世田谷区民
まつりに

参加

「ふるさと物産展」新鮮な野菜や特産品を求めて
人だかりが絶えません
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元気なお年寄りに支えられて
◯50

ごみ減量のすすめ⑤

5

市民生活課環境政策室　☎ 757-3740

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
料
理
を
作
る
の
も
食
べ
る
の
も

大
好
き
で
し
た
。
地
元
の
高
校
を
卒
業
後
、
母
の
勧

め
も
あ
っ
て
県
内
の
栄
養
士
専
門
学
校
に
進
学
し
ま

し
た
。
学
校
卒
業
後
に
松
代
で
1
年
間
働
い
た
後
、

現
在
の
職
場
に
就
職
し
て
5
年
に
な
り
ま
す
。

　
栄
養
士
兼
事
務
員
と
し
て
献
立
の
チ
ェ
ッ
ク
や
栄

養
面
の
指
導
の
ほ
か
、管
理
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
よ
し
台
は
食
事
や
温
泉
付
き
の
高
齢
者
の
ア
パ
ー

ト
で
、
入
居
し
て
い
る
人
は
元
気
な
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
み
よ
し
台
の
見
学
や
入
居
希
望
は
い
つ
で

も
大
歓
迎
で
す
。
施
設
内
に
は
畑
も
あ
り
、
み
ん
な

で
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。
も
ぎ
た
て
の
野
菜
を
漬

物
な
ど
に
し
て
食
事
の
と
き
に
出
す
と
喜
ん
で
く
れ

る
の
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。
　

　
家
に
は
４
歳
と
１
歳
の
子
ど
も
が
い
て
、
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
入
居
者
の
皆
さ
ん
の

お
世
話
を
す
る
と
、
い
つ
も
私
の
方
が
元
気
を
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
よ
う
に
、
私
も
多
趣
味
で

元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

　４月から、『ごみ減量のすすめ』を掲載していますが、一人ひと

りが環境にやさしい生活を心がけ行動することが、ごみの減量に

つながります。生ごみや紙くずの減量にしても、地域や家庭の事

情により方法は異なると思いますが、「自分なりにできる方法でや

る」のが継続のコツです。

　市民環境会議では、皆さんの「私のごみ減量作戦」のアイデア

を募集しています。今、CO2削減へ向けて、行政や事業者がレジ袋

削減への取り組みなどに力を入れていますが、消費者からの協力

が不可欠です。「私のごみ減量作戦」を設定して、皆さんもできる

ことから始めてみませんか。

「私のごみ減量作戦」募集！

※「私のごみ減量作戦」のアイデアは市民生活課環境政策室（☎757-3740　FAX752-6924） 

　　で受け付けています。

ごみ減量作戦の例
○紙類は小さい物も封筒に入れて、資源回収に出します。

○野菜くずや果物の皮は細かく刻んで、夏場は畑や花の肥料に、冬場はファンヒーターの前で乾燥

　させて春に花畑へ。燃えるごみを出すときも、ひと手間かけて乾燥させれば量が減ります。

○スーパーへは常に買い物袋を持参します。いつもバッグに使用済みレジ袋を２〜３枚しのばせ、

　ほかの商店での買い物や旅先でもできるだけレジ袋は断ります。　　など

50

問合せ 健康支援課母子保健係
☎ 757-9759

◆
幼
児
の
む
し
歯
の
実
態

　
市
の
平
成
19
年
度
の
１
人
平
均
む

し
歯
数
は
、
１
歳
６
か
月
児
が
０
・

18
本
（
県
０
・
08
本
）、
３
歳
６
か

月
児
が
１
・
５
本
（
県
０
・
95
本
）
で
、

い
ず
れ
も
県
平
均
よ
り
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

◆
実
は
大
変
！
乳
歯
の
む
し
歯

　
乳
歯
の
根
の
下
の
歯
ぐ
き
の
中
で

は
、
生
え
る
前
か
ら
永
久
歯
が
成
長

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
乳
歯
が

ひ
ど
い
む
し
歯
に
な
る
と
、
永
久
歯

の
エ
ナ
メ
ル
質
（
歯
の
表
面
を
覆
っ

て
い
る
硬
い
組
織
）
な
ど
の
形
成
が

不
完
全
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
む
し

歯
が
原
因
で
抜
歯
を
す
る
と
、
か
む

こ
と
が
う
ま
く
で
き
ず
体
重
が
増
え

な
か
っ
た
り
、
口
の
周
り
の
機
能
の

発
達
が
遅
れ
た
り
す
る
な
ど
、「
歯
」

だ
け
の
問
題
で
な
く
、
言
葉
や
あ
ご

の
力
な
ど
か
ら
成
長
ま
で
全
体
へ
の

影
響
が
出
て
き
ま
す
。

幼
児
の
平
均
む
し
歯
数
は
県
平
均
よ
り
多
い
！

◆
歯
の
手
入
れ
の
ス
タ
ー
ト
は

　
歯
の
生
え
始
め
か
ら

　
下
の
歯
が
生
え
て
き
た
ら
、
ガ
ー

ゼ
な
ど
で
歯
の
お
手
入
れ
を
始
め
ま

し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
上
の
前
歯
が
生

え
た
ら
、
最
低
１
日
１
回
き
ち
ん
と

磨
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

︽
仕
上
げ
み
が
き
の
コ
ツ
︾

①
歯
み
が
き
の
方
法
は
、
親
の
ひ
ざ

　
に
子
ど
も
の
頭
を
乗
せ
て
み
が
く

　「
寝
か
せ
み
が
き
」
が
、
口
の
中

　
が
よ
く
見
え
て
効
果
的
で
す
。

②
歯し

垢こ
う

が
た
ま
り
や
す
い
場
所
は
、

　
歯
と
歯
肉
の
境
目
、歯
と
歯
の
間
、

　
奥
歯
の
か
む
面
、
上
の
歯
の
裏
側

　
で
す
。
み
が
き
残
し
が
な
い
よ
う

　
に
、
み
が
く
順
番
を
決
め
て
行
い

　
ま
し
ょ
う
。

③
子
ど
も
の
機
嫌
が
良
い
と
き
を
見

　
計
ら
っ
て
、
楽
し
く
き
ち
ん
と
み

　
が
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

④
歯
ブ
ラ
シ
は
刷
毛
部
が
小
さ
く
て

　
毛
先
が
短
め
の
も
の
を
選
び
ま
し

　
ょ
う
。

⑤
歯
と
歯
の
間
の
む
し
歯
予
防
の
た

　
め
に
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
を
使
用

　
し
ま
し
ょ
う
。

1.6
（本）

1.4

1.2

1.0

0.8

0.6

0.4

0.2

0
１歳６か月児 ３歳６か月児

１人平均むし歯数

■十日町市
■県平均

永久歯
の歯胚

乳歯

歯肉

勝又　悠太
　　　　ちゃん

かつまた　ゆうたちゃん
平成20年７月10日生まれ
昭和町２　　　（写真右）

 しっかり者の唯（ゆい）お姉ちゃんが大好きなゆう
たちゃんは、名前の“悠”のとおり、ゆったりとマイ
ペースな男の子。先日、生まれて初めて海に行って、
海の大きさにちょっとビックリしたゆうたちゃんです。

星野　芽依
　　　　ちゃん

ほしの　めいちゃん
平成20年７月28日生まれ
十日町栄町　　　

 大好きなパパとハイハイで追いかけっこをする
のが日課のめいちゃん。最近はつかまり歩きがで
きるようになって、お気に入りの手押し車で毎日
カタカタと元気いっぱいに歩いています。

　髙橋　香苗 さん
1981年生

社会福祉法人十日町福祉会
ケアハウスみよし台勤務

先月の瀧澤誠さんからのバトンタッチ。

〈仕上げみがきの例〉

永久歯の歯胚と乳歯の位置
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宝木塚・十日町子ども会夏交流会

あ
せ
る
気
と 

ア
ク
セ
ル
抑
え 

エ
コ
の
夏

　

７
月
22
日
㈬
、
妻
有
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
で
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
出
発

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
発
式
に
は
、
十
日
町

地
区
交
通
安
全
協
会
の
ほ
か
、西
保
育
園
園
児
、

ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
が
出
席
。
西
保
育
園
園

児
た
ち
は
、「
飲
酒
運
転
は
し
な
い
で
ね
。
私

た
ち
を
乗
せ
る
と
き
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に

乗
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
家
族
に
向
け
て
元
気

に
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
阿
部
さ
ん
と

進
村
さ
ん
が
１
日
交
通
安
全
大
使
に
任
命
さ

れ
、
事
故
撲
滅
を
訴
え
ま
し
た
。

松之山地域で交通死亡事故「０」の日3,000日達成記念式典

　松之山地域では、合併前の平成13年４月29日から約８年２か月の
間、交通死亡事故が発生せず、７月16日㈭午前０時に交通死亡事故

「０」の日3,000日を達成しました。この3,000日を節目として、今後
もより一層の交通安全を推進していくため、７月17日㈮、松之山体
育館で記念式典が開催されました。式典には、地域内の小・中・高生
を含め約500人が参加。十日町地区交通安全協会松之山支部の小野塚
支部長は、「3,000日はあくまで通過点。4,000日、5,000日と１日で
も永く続くよう努力していきます」と決意を述べました。アトラクシ
ョンの陸上自衛隊第12音楽隊記念演奏会では、「天地人オープニング
テーマ曲」などが演奏され、観客は熱心に聞き入っていました。

　７月19日㈰・20日（海の日）の２日間、今年で第12回目
を迎えた葛飾区立宝木塚小学校の子ども会と十日町市の子ど
も会との交流会が行われました。夏の交流会は十日町と東京
で毎年交互に行われ、冬は宝木塚小学校の子どもたちが十日
町に来てスキーの体験交流を行っています。１日目は松之山
の大厳寺高原や美人林を見学し、２日目は川西ナカゴグリー
ンパークでパターゴルフをして交流を深めました。どしゃぶ
りの雨に見舞われた場面もありましたが、都会では体験する
ことができない、広大な自然の中での体験交流を楽しみなが
ら交友を深めました。

近十日町警察署長から賞状を授与される小野塚支部長

ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
夏
ま
つ
り

　
盆
踊
り
や
夜
店
、
打
ち
上
げ
花
火

な
ど
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
●
日
時

＝
８
月
22
日
㈯
午
後
６
時
30
分
〜
９

時
20
分
●
会
場
＝
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ

フ
ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
前
●
出
演
＝

十
日
町
市
伝
統
芸
能
協
会
●
問
合
せ

＝
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
夏
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
☎
７
５
８
―
４
８
７
７
）

●
日
時
＝
９
・
10
月
の
毎
週
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
●
参
加

費
＝
１
回
５
０
０
円
※
着
物
一
式
持

参
（
有
料
貸
し
出
し
あ
り
）
●
定
員

＝
10
人
（
当
日
受
付
可
）
●
会
場
・

問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎
７
５
２
―

０
１
１
７
）

　
帰
省
中
の
友
人
や
親
せ
き
を
誘
っ

て
盆
踊
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
●

日
時
＝
８
月
16
日
㈰
午
後
８
時
〜
９

時
30
分
●
会
場
＝
ユ
ー
モ
ー
ル
駐
車

場
※
雨
天
の
場
合
は
ユ
ー
モ
ー
ル
大

広
間
●
問
合
せ
＝
中
里
公
民
館
（
☎

７
６
３
―
２
４
９
３
）

【
第
45
回
上
野
大
仮
装
大
会
】
●
日

時
＝
８
月
26
日
㈬
午
後
７
時
〜
●
会

場
＝
旧
Ｊ
Ａ
十
日
町
上
野
支
店
付
近

【
ザ
・
し
ち
ん
ち
ま
つ
り
】
●
日
時

＝
８
月
27
日
㈭
午
後
７
時
30
分
〜
●

会
場
＝
上
野
諏
訪
神
社
境
内
●
問
合

せ
＝
市
観
光
協
会
川
西
支
部
（
☎
７

６
８
―
４
９
５
１
）

　
水
中
宝
探
し
や
う
な
ぎ
の
つ
か
み

捕
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ

ん
！
●
日
時
＝
８
月
15
日
㈯
午
前
10

時
〜
午
後
２
時
30
分
●
会
場
＝
清
田

山
キ
ャ
ン
プ
場
●
問
合
せ
＝
市
観
光

協
会
中
里
支
部
（
☎
７
６
３
―
３
１

６
８
） 

●
日
時
＝
９
月
12
日
㈯
午
後
２
時
〜

●
会
場
＝
水
沢
公
民
館
●
入
場
料
＝

　
清
津
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が

ら
の
野
外
音
楽
祭
で
す
。
●
日
時
＝

８
月
15
日
㈯
午
後
６
時
〜
９
時
15
分

●
会
場
＝
清
津
川
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー

ク
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
高

橋
（
☎
０
９
０
―
４
５
３
７
―
９
４

７
２
）

無
料
※
会
場
の
都
合
上
、
事
前
に
人

数
な
ど
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
●
講
師

＝
有
田
医
師
（
中
条
第
二
病
院
）
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
つ
ま
り
の
里
（
☎
７
５
８

―
２
３
２
４
） 

な
か
さ
と
盆
踊
り
大
会

清
田
山
自
然
運
動
公
園
ま
つ
り

認
知
症
予
防
講
演
会

川
っ
ぺ
り
音
楽
祭

上
野
し
ち
ん
ち
ま
つ
り

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

９
・
10
月
の
着
付
け
教
室

　
難
病
に
つ
い
て
学
び
、
理
解
を
深

め
ま
せ
ん
か
。
講
演
会
終
了
後
に
は

個
別
相
談
会
と
交
流
会
を
行
い
ま

す
。
個
別
相
談
会
は
事
前
の
申
込
み

が
必
要
で
す
。
●
日
時
＝
９
月
６
日

㈰
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
20
分
●
会

場
＝
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
●
入
場
料
＝
無
料
●
内
容
＝
講

演
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
理
解
と
最

新
治
療
」
小
池
亮
子
医
師
（
国
立
病

院
機
構
西
新
潟
中
央
病
院
神
経
部

長
）、
講
演
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と

と
も
に
生
き
て
」
滝
沢
勝
枝
氏
（
全

新
潟
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

医
療
講
演
会
・
交
流
会

き
ら
き
ら
天
体
観
測
隊

　
天
の
川
や
夏
の
星
座
な
ど
星
空
を

観
察
し
ま
し
ょ
う
。
●
日
時
＝
８
月

20
日
㈭
午
後
８
時
〜
９
時
30
分
●
集

合
場
所
＝
吉
田
ク
ロ
カ
ン
ハ
ウ
ス
前

●
対
象
＝
小
・
中
学
生
と
兄
弟
姉

妹
、
保
護
者
●
参
加
費
＝
無
料
●
持

ち
物
＝
懐
中
電
灯
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
８
月
17
日
㈪
ま
で
に
吉
田
公
民

館
（
☎
７
５
２
―
２
８
７
４
）

浴
衣
で
演
奏

夕
涼
み
コ
ン
サ
ー
ト

　
吹
奏
楽
団
・
十
日
町
ジ
ュ
ニ
ア
ウ

イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
風
情
豊
か

に
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝

８
月
22
日
㈯
午
後
６
時
〜
●
会
場
＝

き
も
の
の
広
場
公
園（
ク
ロ
ス
10
前
）

●
入
場
料
＝
無
料
●
曲
目
＝「
手
紙
」

ほ
か
●
問
合
せ
＝
片
桐
（
☎
７
５
７

―
９
９
８
０
）

国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
新
潟
県

支
部
前
幹
事
）
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
８
月
31
日
㈪
ま
で
に
難
病
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
―
２
６
７

―
２
１
７
０
）

　
両
親
が
市
内
出
身
で
、
08
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
３
位
入

賞
を
果
た
し
た
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏

者
・
金
子
平
さ
ん
が
記
念
リ
サ
イ

タ
ル
を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
８
月

22
日
㈯
①
午
後
２
時
〜
（
開
場
１
時

30
分
）
②
午
後
６
時
〜
（
開
場
５
時

30
分
）
●
会
場
＝
千
手
中
央
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
●
入
場
料
＝
各
回

３
、
０
０
０
円
（
学
生
は
２
、
０
０

０
円
）
●
曲
目
＝
「
幻
想
小
曲
集
　

金
子
　
平

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
リ
サ
イ
タ
ル

“Yes we can Change!”
できることから始めよう！

　どなたでも気軽においでください。

●会　場　クロス10　●入場料　無料

このほか、相談・展示コーナーもあります
●問合せ
　十日町地域振興局健康福祉部
　（十日町保健所）地域保健課　☎757-2401

元気いきいきライフ
　　　応援のつどい（午後１時30分〜）
笑って学べるミニ講座
　「糖尿病　知れば知るほど…」（仮題）
アトラクション
　「お家で簡単エクササイズ！」
特別講演
　「やせる心理学！
　　リバウンド知らずの快適ダイエット」
　講師：岡嵜順子氏
　　　　（予防医学心理学研究室代表）

『糖尿病予防』ワークショップ

日時　９月５日㈯　正午〜午後４時

18市報とおかまち『だんだん』平成21年8月10日号

　このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（☎
757─3112）へ、気軽にお寄せくださ
い。

tokamachi topics

市報とおかまち『だんだん』平成21年8月10日号19

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



▼
先
日
、
松
代
地
域
と
活
発
な
交
流
が
続
い

て
い
る
世
田
谷
区
の
区
民
ま
つ
り
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
冬
の
新
年
子
ど
も
ま
つ
り
に

も
何
度
か
取
材
に
行
き
ま
し
た
が
、
世
田
谷

区
を
訪
れ
て
い
つ
も
感
じ
る
の
は
人
の
多
さ

で
す
。
人
口
の
多
い
東
京
23
区
の
中
で
も
最

多
の
約
83
万
人
で
す
の
で
、
お
祭
り
と
も
な

る
と
す
ご
い
熱
気
。
人
気
の
催
し
は
長
蛇
の

列
と
な
り
、
お
昼
時
に
は
何
を
食
べ
る
に
も

並
ば
な
い
と
食
べ
物
に
あ
り
つ
け
ま
せ
ん
。

都
会
と
田
舎
の
ど
ち
ら
が
暮
ら
し
や
す
い
の

か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
私
に
は
都
会
の

水
が
ど
う
も
合
わ
な
い
よ
う
で
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
▼
大
地
の
芸
術
祭
も
中
盤
に
さ

し
か
か
り
、
ま
す
ま
す
観
光
客
が
増
え
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
訪
れ
る
人
た
ち
に
田
舎
の

良
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
親
切
な

▼
週
末
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
片
手
に
芸
術
祭
の

作
品
を
い
く
つ
か
回
っ
て
き
ま
し
た
。
テ
レ

ビ
や
新
聞
で
も
連
日
報
道
さ
れ
て
い
る
お
か

げ
か
、
県
内
の
み
な
ら
ず
県
外
ナ
ン
バ
ー
の

車
を
た
く
さ
ん
見
か
け
ま
し
た
。
観
光
客
が

楽
し
そ
う
に
鑑
賞
し
て
い
る
の
を
見
る
と
あ

り
が
た
く
思
い
ま
す
。
何
よ
り
も
、
各
作
品

の
受
付
や
施
設
内
に
あ
る
カ
フ
ェ
で
実
に
楽

し
そ
う
に
接
客
す
る
地
元
の
人
た
ち
、
特
に

高
齢
者
の
生
き
生
き
と
し
た
笑
顔
が
印
象
的

で
し
た
。
▼
つ
い
に
総
選
挙
が
30
日
㈰
に
行

わ
れ
ま
す
。
政
権
選
択
選
挙
と
報
道
さ
れ
て

い
る
と
お
り
、
日
本
の
未
来
を
大
き
く
左
右

す
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
十
日
町
市
は
県
内

で
も
投
票
率
が
高
く
、
政
治
へ
の
関
心
が
高

対
応
を
心
が
け
、
も

て
な
し
の
気
持
ち
を

も
っ
て
接
し
た
い
も

の
で
す
。

い
住
民
が
数
多
く
い

ま
す
。
貴
重
な
１
票

を
放
棄
す
る
こ
と
な

く
投
じ
ま
し
ょ
う
。

(佐)

　
社
会
人
の
初
心
者
を
対
象
と
し
た

テ
ニ
ス
教
室
で
す
。
初
め
て
の
人
や

久
し
ぶ
り
に
テ
ニ
ス
を
し
た
い
人
な

ど
、い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

貸
し
出
し
ラ
ケ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時
＝
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
13
日

㈫
の
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
30
分
※
９
月
22
日
を
除
く
●
会

場
＝
市
総
合
運
動
公
園
●
参
加
費
＝

３
、
０
０
０
円
（
当
日
持
参
）
●
定

員
＝
10
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
９

月
１
日
㈫
ま
で
に
十
日
町
テ
ニ
ス
協

会
・
横
田
（
☎
７
５
２
―
２
４
９
５
）

　
２
０
０
９
年
シ
ー
ズ
ン
対
信
濃
グ

ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
戦
に
ご
招
待
し
ま

す
。
●
日
時
＝
８
月
29
日
㈯
午
後
１

時
〜
●
会
場
＝
笹
山
野
球
場
●
定
員

＝
10
人（
申
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
申
込
み
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
氏

名
・
住
所
・
連
絡
先
・「
８
月
29
日

観
戦
希
望
」
を
明
記
の
う
え
郵
送
※

　
開
催
日
・
会
場
な
ど
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●
期
間
＝
８

月
23
日
㈰
〜
11
月
１
日
㈰
●
会
場
＝

中
越
管
内
各
地
●
種
目
＝
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
年
齢
別
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
年
齢
別
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

　
ボ
ケ
防
止
に
、
気
軽
に
踊
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
●
練
習
日
時
＝
毎
週
水

曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
●

対
象
＝
民
踊
を
し
た
い
初
心
者
●
会

場
・
申
込
み
・
問
合
せ
＝
水
沢
公
民

館
（
☎
７
５
８
―
３
１
０
１
）

募集住宅
建設
年度

構造 間取り
家賃

（円／月）
募集
戸数

十日町
地域

谷内丑
住宅

Ｈ７
年度

鉄筋コン
クリート
造３階建

６帖３室、
DK

23,400〜
34,800

１戸

松代
地域

善宗塚
住宅

Ｓ51
年度

簡易
耐火造
３階建

６帖１室、
4.5帖２室、

DK

11,800 ～
17,600

３戸

●
募
集
期
間
＝
８
月
13
日
㈭
〜
27
日

㈭
※
申
込
み
条
件
の
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
克
雪
維
持
課
建
築
住
宅
係
（
☎

７
５
７
―
９
９
３
５
）

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｃ

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
ご
招
待

新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
中
越
地
区
大
会

コ
モ
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

十
日
町
テ
ニ
ス
協
会

硬
式
テ
ニ
ス
講
習
会

　
中
条
病
院
・
中
条
第
二
病
院
で
は
、

看
護
師
・
准
看
護
師
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
見
学
・
説
明
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
勤
務
形
態
な
ど
気
軽

　
ジ
ャ
ズ
と
講
談
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。
●
日
時
＝
９
月
10
日

㈭
午
後
７
時
〜
（
開
場
６
時
30
分
）

●
会
場
＝
長
泉
寺
（
中
条
上
町
）
●

入
場
料
＝
前
売
り
一
般
１
、
０
０
０

円
、
中
・
高
生
５
０
０
円
（
い
ず
れ

も
当
日
５
０
０
円
増
し
）
●
演
目
＝

「
赤
と
ん
ぼ
み
つ
け
た
」
●
問
合
せ

＝
魚
沼
文
化
自
由
大
楽
実
行
委
員
会

（
魚
沼
市
小
出
郷
文
化
会
館
内
☎
０

２
５
―
７
９
２
―
８
８
１
１
）

震
災
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

チ
ャ
リ
ン
コ
魚
沼
産
ジ
ャ
ズ
講
談

中
条
病
院
・
中
条
第
二
病
院

看
護
師
・
准
看
護
師
募
集

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
Ｊ
Ａ
新
潟
厚
生
連

中
条
病
院（
☎
７
５
７
―
３
０
１
８
）

お
も
し
ろ
天
文
学

最
新
映
像
で
観
る
宇
宙
の
神
秘

●
日
時
＝
８
月
23
日
㈰
午
後
１
時
〜

●
会
場
＝
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
フ
ォ
ー
ラ

ム
セ
ン
タ
ー
●
参
加
費
＝
５
０
０
円

●
講
師
＝
松
浦
直
人
さ
ん
（
宇
宙
航

空
研
究
開
発
機
構
）
●
問
合
せ
＝
ベ

ル
ナ
テ
ィ
オ
営
業
企
画
グ
ル
ー
プ

（
☎
７
５
８
―
４
８
７
７
）

津
南
中
等
教
育
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　
昼
食
に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
（
無
料
）

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
８
月
29

日
㈯
午
後
０
時
20
分
〜
受
付
●
内
容

＝
授
業
参
観
、
授
業
体
験
（
小
学
生

対
象
）、
説
明
会
、
部
活
動
見
学
な

ど
●
会
場
・
問
合
せ
＝
津
南
中
等
教

育
学
校
（
佐
藤
・
鈴
木
）（
☎
０
２

５
―
７
６
５
―
２
３
１
５
）

　
コ
モ
市
の
チ
ェ
ル
ノ
オ
ッ
ビ
オ
写

真
ク
ラ
ブ
主
催
の
コ
ン
テ
ス
ト
で

す
。
●
応
募
規
定
＝
①
テ
ー
マ
は
自

由
②
未
発
表
の
作
品
（
プ
ロ
・
ア
マ

不
問
）
③
24
㎜
×
36
㎜
の
ス
ラ
イ
ド

写
真
（
映
写
用
・
投
影
用
で
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
フ
レ
ー
ム
・
ガ
ラ
ス
な
し
）

　
平
和
や
憲
法
に
つ
い
て
考
え
ま
し

ょ
う
。
●
日
時
＝
８
月
22
日
㈯
午
前

作
品
73
」「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
た
め

の
ソ
ロ
」
ほ
か
●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い

＝
中
央
公
民
館
、
各
地
区
公
民
館
●

問
合
せ
＝
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ハ
ー
ツ

（
☎
０
４
９
３
―
34
―
３
２
５
５
）

10
時
〜
午
後
５
時
●
会
場
＝
松
之
山

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
●
入
場
料
＝

無
料
●
講
演
会
（
午
後
２
時
〜
）
＝

「
ず
っ
と
こ
れ
か
ら
も
『
戦
争
を
し

な
い
国
』
で
い
ら
れ
る
の
か
？
」
小

森
陽
一
氏
（
東
京
大
学
教
授
）
※
パ

ネ
ル
展
示
、
戦
時
中
食
体
験
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
ま
す
●
問
合
せ
＝
九
条
の

会
松
之
山
・
小
見
（
☎
５
９
６
―
３

３
６
９
）

④
１
人
４
点
以
内
⑤
版
権
は
主
催
者

に
帰
属
●
応
募
方
法
＝
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
題
名
を
明
記
し
た
用
紙

を
作
品
に
添
付
し
、
持
参
ま
た
は
郵

送
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
９
月
10
日

㈭
（
必
着
）
ま
で
に
十
日
町
・
コ
モ

姉
妹
都
市
交
流
協
会
（
商
工
会
議
所

内
☎
７
５
７
―
５
１
１
１
）

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
、
ラ
ケ
ッ

ト
テ
ニ
ス
、
壮
年
野
球
※
種
目
ご
と

に
申
込
み
締
切
り
が
違
い
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
●
申
込
み
＝
市
総

合
体
育
館
●
問
合
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
☎
７
５
２
―
３
１
０
３
）

第
２
回
平
和
展

●
試
験
日
＝
11
月
１
日
㈰
●
申
込
み

引
き
揚
げ
者
の
皆
さ
ん
へ

全
国
消
費
実
態
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

珠
算
・
暗
算
検
定
試
験

段
位
認
定
試
験

　
９
〜
11
月
の
３
か
月
間
に
わ
た

り
、
全
国
消
費
実
態
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
国
民
の
生

活
実
態
を
家
計
の
所
得
・
消
費
・
資

産
の
３
面
か
ら
総
合
的
に
把
握
す
る

た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
の
結
果

は
、
国
や
地
方
自
治
体
が
行
う
各
種

経
済
・
社
会
諸
施
策
や
、
研
究
機
関

　
集
会
施
設
や
公
園
な
ど
の
植
樹
用

の
苗
木
を
配
布
し
ま
す
。
苗
木
の
樹

種
・
規
格
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
農
林
課
林
政
農
災
係
（
☎
７
５
７

―
９
９
１
７
）

　
労
働
条
件
の
一
方
的
な
不
利
益
変

更
や
急
な
雇
い
止
め
、
い
じ
め
な
ど

の
個
別
労
働
紛
争
は
、
企
業
内
で
の

自
主
的
解
決
が
基
本
と
な
り
ま
す

が
、
第
３
者
に
委
ね
た
方
が
円
滑
な

解
決
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
新
潟
労
働
局
で
は
、
紛
争
解
決

援
助
の
た
め
、
情
報
提
供
や
助
言
な

ど
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ト

ラ
ブ
ル
解
決
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
＝
十
日
町
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー（
☎
７
５
２
―
２
０
７
９
）

　
税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期
に

戦
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
皆
さ
ん

が
、
当
時
国
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が

で
き
ず
税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や

証
券
な
ど
を
返
還
し
て
い
ま
す
。
心

当
た
り
の
あ
る
人
は
、
上
陸
地
が
新

潟
以
外
で
も
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
本
人
だ
け
で
な
く
家

族
で
も
問
合
せ
が
で
き
ま
す
。
実
際

に
届
け
た
か
ど
う
か
不
明
の
場
合
で

も
、
調
査
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
●
問
合

集
会
施
設
・
公
園
な
ど
に

木
を
植
え
ま
せ
ん
か

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル

１
枚
に
つ
き
１
人
ま
で
有
効
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
８
月
21
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
㈱
新
潟
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ

ブ
（
〒
９
５
０
―
０
９
３
２
新
潟
市

中
央
区
長
潟
５
７
０
ハ
ー
ド
オ
フ
エ

コ
ス
タ
ジ
ア
ム
新
潟
内
☎
０
２
５
―

２
５
０
―
５
５
３
９
）

な
ど
で
行
う
消
費
・
経
済
分
析
の
た

め
の
貴
重
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま

す
。
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
に
伺

い
ま
し
た
ら
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理

解
の
う
え
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
●
調
査
対
象
予
定
地
域
＝
島
の

一
部
、
松
口
、
三
桶
、
沢
口
、
観
音

寺
、
古
戸
、
猪
之
名
、
坂
下
、
藤
内

名
●
問
合
せ
＝
総
務
課
文
書
統
計
係

（
☎
７
５
７
―
９
９
１
３
）

期
間
＝
８
月
24
日
㈪
〜
９
月
18
日
㈮

（
必
着
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
申

込
み
期
間
内
に
、
申
込
書
（
問
合
せ

先
に
配
置
）
に
受
験
料
を
添
え
て
十

日
町
商
工
会
議
所
（
☎
７
５
７
―
５

１
１
１
）

せ
＝
新
潟
税
関
支
署
統
括
監
視
官
第

２
部
門
（
☎
０
２
５
―
２
４
４
―
９

３
１
４
）
※
電
話
受
付
は
平
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

(ふ)

　市では、納期内に納付していただい
ている大半の納税者の皆さんとの公平
性及び税収確保のため、納税通知書や
督促状を送付しても早期完納に向けた
計画や納付がなく、何も相談のない滞
納者には厳しい姿勢で滞納処分を実施
しています。
　特に８月は滞納一掃のため、より早
く、より厳しく差押えを実施しますの
で、早期の納付をお願いします。
　なお、納付することがどうしても困
難な場合は、至急、税務課管理収納係
までご相談ください。

８月は滞納整理強化月間
　市税の滞納を一掃するため、差押え

（給与・預貯金・生命保険・不動産など）
を強化します。

●問合せ　税務課管理収納係
　　　　　☎757-3113

寄付ありがとう
７月25日届出分まで(敬称略)

●とおかまち応援寄附金へ＝入
澤ユカ（東京都江東区）滝澤
公二（岐阜県可児市）和田朝
治（岡山県岡山市）星久人（東
京都世田谷区）田辺典子（埼
玉県さいたま市）

●社会福祉事業へ＝㈲宮幸酒店
（車いす１台）

●博物館へ＝池田宏（中条上原）
●情報館へ＝保坂増栄（田中町）

小池佑季（小千谷市）赤坂直
美（神奈川県横浜市）斎藤三
枝子（埼玉県久喜市）長谷川
清（栃木県宇都宮市）十日町
市・中魚沼郡歯科医師会（本
町３）㈱フラワーホーム（中
町）新潟市歴史博物館（新潟
市中央区）南魚沼市教育委員
会（南魚沼市）日本貨幣商協
同組合（東京都港区）

「
茂
美
会
」
会
員
募
集
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お知らせ・ガイド
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



　
に
じ
い
ろ
の
世
界

　
図
工
室
か
ら
の

　
　
　
　
景
色
と
自
分

私は、はじめに、ぐにゃぐにゃの線
やぎざぎざの線を引いて、そこから想
ぞうできるものをかきました。私は、
こんなにじの世界に行ってみたいです。

指の太さや曲がり具合を工夫しました。背景を見た感じそっくりにかけるように工夫しました。

　
ミ
ニ
ロ
ボ
く
ん

鈴木鼓
こ

拍
はく

さん（２年）

すぎぼっくりや木のえだなど、たくさ

んある材料を、１こずつつけるのがたいへ

んでした。とくちょうは、じゅうがいっぱ

いついて、かっこよくなったところです。

■ 人　口  60,920人（－２） 男  29,817人（－２）  女  31,103人（±０）
■ 世帯数  20,010世帯（＋26） ７月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

50

倉
俣
小
学
校

竹藤理
り

子
こ

さん（４年）

鈴木拓
たく

海
み

さん（６年）

か
わ
い
い
お
は
な
が
さ
い
た

よ
。
わ
た
し
と
お
と
も
だ
ち
が
、

は
っ
ぱ
の
う
え
に
す
わ
っ
て
い
る

よ
。
そ
う
し
た
ら
、
ど
う
ぶ
つ
さ

ん
も
あ
そ
び
に
き
た
よ
。

鈴
木
　
瞳

ひ
と
み

さ
ん（
１
年
）

おはながさいたよ

こ
の
お
城
は
、
上
の
階
か
ら
下
の

階
へ
ビ
ー
玉
が
通
り
ま
す
。
ビ
ー
玉
が

通
れ
な
い
と
思
っ
て
も
、
通
れ
る
と
こ

ろ
が
い
い
で
す
。
ぼ
く
も
ビ
ー
玉
に
な

っ
て
こ
の
城
に
入
り
た
い
で
す
。

島
田
颯そ
う

太た

さ
ん（
３
年
）

へんな城

■ 人　口  60,920人（－２） 男  29,817人（－２）  女  31,103人（±０）

ぼ
く
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
遊
ぶ
こ

と
が
大
好
き
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
や

日
な
た
ぼ
っ
こ
を
す
る
と
気
持
ち

が
い
い
で
す
。

鈴
木
涼り

�
う
た太
さ
ん（
５
年
）

グラウンドは気持ち
いー
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